
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ご あ い さ つ 

役職名 氏 名 事業所名 

会  長 加藤  寛治 ㈲韮山電器 ﾍﾞﾘｰﾆﾗﾔﾏ 

副会長 西島  嘉道 ㈲西島建築設計工務 

〃 土屋 龍太郎 土屋建設㈱ 

理  事 谷口  孝夫 谷口電気工業㈱ 

〃 小林  貞博 ㈲小林酒店 

〃 忰 田  一 SAKE HOUSE しばらく 

〃 河 野  貢 ㈱かめや 

〃 渡辺 昭九郎 ㈱ワタイチ 

〃 飯田  晃司 ㈱飯田木工 

〃 木内  昭夫 フタバ印刷㈱ 

〃 秋田  辰彦 ㈲清水新聞店 

〃 前田  忠男 ㈲マエダ美化 

〃 林  光 珠 ㈱甲子園 

〃 石井  義明 石井米店㈲ 

〃 杉本  和敏 杉本美容室 

〃 井川  弘仁 一二三荘 

〃 山本  正治 ㈱朝日工芸社 
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役職名 氏 名 事業所名 

理  事 星谷  和秀 星谷製菓㈱ 

〃 佐藤  英樹 ㈲サトウ薬局 

〃 与五澤  孝 ㈲ヨゴサワ薬局 

〃 宮 内  眞 ㈱良酒倉庫宮内酒店 

〃 橋場  勇吉 ㈲ハシバ 

〃 高田  静男 大進プレス工業㈲ 

〃 土屋  雄三 ㈱ツチヤ 

〃 大沢  秀光 大沢電気㈱ 

〃 尾 﨑  貢 ㈱尾﨑組 

〃 大城  英一 ㈲大城工業 

〃 松本  浩行 ㈱あやめ荘 

〃 稲村  浩宣 ㈱蔵屋鳴沢 

〃 内田  隆久 ㈱洋らんパーク 

〃 園田  哉夫 園田自転車店 

〃 飯田 紀世子 ㈲飯田設備 

〃 狩野  弘子 天野屋食堂 

監  事 水口  哲雄 ㈲メック 

〃 土 屋  實 土屋實税理士事務所 

 

【基本コンセプト】 

【キャッチフレーズ】 

・地域に密着しデイリーライフをサポートする商工会 
・地域・会員と連携し地域の総合力を強化する商工会 

１ 会員に信頼される商工会 

２ 魅力ある都市を創る商工会 
３ いきいきと活気溢れる商工会 

本日より、伊豆の国市内 3商工会(伊豆長岡町商工会、韮山町商工会、 
大仁町商工会)が合併して、「伊豆の国市商工会」となりました。 

                平成 15年より商工会の合併を目標にした調査、研究に着手し、 
平成 17年 12月 8日には合併基本協定締結、平成 18年 11月 24日には、

3商工会は解散して新設商工会を設立することで合意に至り、合併契約の調印を取り交わしました。 
以後、それぞれの商工会の臨時総会における解散決議を得て、設立委員会における｢伊豆の国市商工会設

立認可｣を伊豆の国市長に申請し発足の運びとなりました。 
 私は、平成元年より韮山町商工会理事として商工会活動に関わり、平成 13年よりは韮山町商工会会長、
又、この度は新商工会の会長に就任することになり、まことに身に余る光栄と大変な重責に身の引き締ま

る思いでございます。 
商工会は商工会法に基づき設立された認可法人で、小規模事業者支援促進法により地域の中小・零細事

業者の支援を実施して参りました。 
日本の経済は、商工会が設立された昭和 36 年当時以降、成長拡大を続け成熟期に至る間、右肩上がり

で成長してきました。しかしながら、バブル崩壊による経済の失速で、商工会を取り巻く環境も大きく変

化し、地域中小企業の経済環境は長期にわたり厳しい状況が続いております。また、地方の自立が求めら

れる地域間競争の時代、平成の大合併という変革期(平成１７年には伊豆の国市が誕生)を向えて、補助金
依存からの脱却が求められるなど自らの構造改革に取り組ことが責務となってきていました。 
私達は、商工会の新たな時代背景や社会情勢への対応として、組織力の強化、財政基盤の確立、事務局

体制の向上を目指し、伊豆の国市商工会を設立致しました。 
３商工会は早期より、より良い合併を目指し地域の方々にご理解戴ける活動を通し、長年培った地域特

性を活かした事業活動の展開や、経営支援は基より地域・会員との連携による地域の総合力を高め、地域

経済の活性化に貢献できる総合経済団体として更なる飛躍する活動を推進することで合意を重ねて参り

ました。 
キャッチフレーズは｢共に躍動・新たな時代～会員・地域から頼られる商工会～｣です。 
今後ともまちづくりの核として、地域と協働で地域づくりに取り組んで参りたいと思っておりますので

皆様のご協力、ご支援をお願い申し上げます。 




